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時代の潮流(パラダイム)
①少子高齢化の進展
②深刻化する地球温暖化
③地方分権の進展

流山市版総合戦略のたたき台

１．人口の現状分析
① 人口 H17 15.2万人→H27 17.3万人 2.1万人増

社人研推計 H52 14.5万人
② 出生 合計特殊出生率 H17 1.16→H25 1.50 0.34増
③ 移動 DEWKS世代の増加 30、40代の増加
④ 高齢化 H17 16.5％→H27 23.7％ 当初推計より鈍化

２．人口の将来展望
① 将来展望に必要な調査・分析
② 目指すべき将来の方向

後期基本計画の地方創生を先取りした取組みにより、
DEWKS世代・年少人口の増加、交流人口の増加などの成
果を上げている。
取り組みの大きな方向性(都心から一番近い森のまち)は

継続しつつ、子育てや教育などは質の充実を図る施策にシ
フトさせる。
また、DEWKS世代の子ども世代に選ばれるようなふるさと

意識の醸成を図るため、流山のブランド力を向上させていく。
③ 人口の将来展望

・平成52(2040)年に人口１８０千人を維持する。

流山市まち・ひと・しごと創生会議設置
① ５月２６日 開催
② ７月７日 開催
地方創生に関する意見・助言

基本目標・基本的方向・ＫＰＩ

～地方創生第２ステージ～

１．母になるなら 流山（子育て・教育環境の取組み)

基本目標に係るＫＰＩ：子育てしやすいまち

３．都心から一番近い森のまち 流山
（可能性のあるまちづくりの取組み）

基本目標に係るＫＰＩ：住み続けたい割合

２．地域ぐるみの支え合いでつくる
元気で生き生き安心 流山（健康・長寿社会の取組み）

基本目標に係るＫＰＩ：生きがいを感じる高齢者の割合

下期実施計画（地方版総合戦略）素案
目次（案）

総論
１．計画の位置付け
２．計画の期間
３．後期基本計画の概要
４．中期実施計画における施策の評価・総括
５．計画の基本的フレーム
（１）人口の見通し
（２）財政の見通し
６．事務事業選択と地方版総合戦略
（１）下期実施計画における事務事業選択

（２）地方版総合戦略
① 地方人口ビジョン
② 地方版総合戦略

施策別主要事業
１節 都市基盤の整備
２節 生活環境の整備
３節 教育、文化の充実向上
４節 市民福祉の充実
５節 産業の振興
施策の推進方策 行政の充実

流山市地方版総合戦略

自治基本条例第22条
・総合計画は市の最上位計画。
・市の施策は総合計画に根拠を置く。

主な取組み

まちづくりの基本方針：子育てにやさしいまちづくり
施策４－１：安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり
施策３－２：個性を生かす教育環境の基盤充実
子どもをみんなで育む計画：子どもの最善の利益が実現され、
全ての子どもが健やかに育ち、地域全体で子育てできるまち
魅力ある流山の教育：学力・気力・知力の３つの柱を基軸として

まちづくりの基本方針：健康・長寿社会のまちづくり
施策４－２：高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり
施策４－５：地域で支える福祉のまちづくり
高齢者支援計画：生きがいのある地域づくり、介護予防と社会
参加の推進、高齢者の住まいに関する施策、

まちづくりの基本方針：安心安全のまちづくり
良質で元気なまちづくり

施策５－１：商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化
施策５－３：誰もが安心して働ける環境・基盤づくり
施策５－４：多様な方面からの農業の振興
施策５－５：特色ある観光の育成と創設
施策１－２ 地域特性に合った良好な市街地整備
施策３－６ 国際社会への対応

■ 保育所・学童クラブの整備待機児童の解消に向けて保育所・学童クラブの整備を進めます。

■ 小規模保育所の整備 待機児童の解消に向け地域型保育施設の整備を進めます。

■ 送迎保育ステーション 待機児童の解消及び保護者の負担軽減を図ります。

■ 子ども医療費の助成 保護者の負担軽減を図るため中学３年生までの医療費を助成します。

■ 病児・病後児保育 保護者の負担軽減を図るため病児・病後児保育事業を推進します。

■ 小学校英語活動推進 独自教材を活用したり、中学校と連携したりして英語教育の充実を図ります。

■ 小中一貫教育推進 9年間の子どもたちの成長を見通した教育環境づくりをします。

■ ふれあいの家の整備 高齢者や学童が地域で交流できる活動の場を整備します。

■ 地域支え合い活動 日常的な見守りや災害時の支援活動体制を整備します。

■ 特養ホームの整備 特別養護老人ホームの開設を支援します。

■ 高齢者の就業支援 ジョブサポート流山での就労相談や情報提供により雇用を支援します。

■ 高齢者の住み替え支援 高齢者の住み替えを支援し、合わせて子育て世代の定住を支援します。

■ シルバー人材センター 高齢者の就業機会を提供しているシルバー人材センターを支援します。

■ シティセールス ブランド力の向上、交流人口の増加を図り、定住人口を拡大を図ります。

■ 創業支援 子育て世代のママを対象としたセミナーを開催し、創業・起業を支援します。

■ 企業立地(誘致)推進 市のブランド力の向上に寄与する企業の立地を支援するとともに誘致します。

■ ふるさと納税特産品 ふるさと意識の醸成を図るため、寄付者に対し特産品を返礼します。

■ ツーリズムの推進 本町の街並みや利根運河自然環境を活かし交流人口の増加を図ります。

■ 認定農業者支援 頑張っている農業者(認定農業者)を支援します。

■ グリーンチェーン戦略 グリーンチェーンやまちなか森プロジェクトにより緑豊かなまちづくりを進めます。

■ オリ・パラキャンプ地誘致 新体育館を活用し、東京五輪の事前キャンプ地として誘致を進めます。

健康長寿社会
のまちづくり

子育てに
やさしい
まちづくり

安心安全の
まちづくり

良質で元気な
まちづくり

地球環境に
やさしい
まちづくり

まちづくりの
基本方針
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H17・H27の人口構造(5歳別)の比較

人口推計3パターン
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